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で本研究に着手し，以下に述べるような研究成果を上げることができた。まず， α ， β-不飽和カルボニ
ル化合物と N ， N -dimethy lhydrazine より合成した 1 -azadiene(3) と 1 ， 3 -dialkoxycarbonylallene 
(4) との Diels-Alder反応， 4 とジアゾアルカンやアジドとの 1 ， 3 一双極子環状付加反応及び 4 と分子
内に求核的官能基と親電子的官能基を合わせ持つ化合物との Michael反応をそれぞれ利用する 3 種のへ
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つづいて，代表的なヘテロホモフタル酸無水物について，無水酢酸や β ， β-dimethy lacryroy 1 chloｭ






同君はまず 1 ， 3 -dialkoxycarbonylal1ene の Diels-Alder反応， 1 , 3 一双極子付加反応及びMi­
chael反応によるヘテロホモフタル酸の一般合成法を確立し，得られたヘテロホモフタル酸がtrimethyl­
sily lethoxyacety leneで容易に対応するヘテロホモフタル酸無水物に導き得ることを明らかにした。
次いで，代表的なヘテロホモフタル酸無水物についてアシル化剤との反応，イミノ化合物との熱環状
付加反応，オレフィン，アセチレンとの塩基存在下の環状付加反応を行い，これらの反応によって医薬
品化学の面から極めて興味ある多数の新規複素環化合物が合成できることを明らかにした。
津越君の以上の研究は医薬品化学ならびに，有機合成化学の領域で貢献するところ大で学位論文とし
て価値あるものと認めた。
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